
◇円山動物園に行く頻度 

問１ あなたは、どのくらいの頻度で円山動物園に行きますか。もっとも近いものに１つだけ○をつけて

ください。 

※ “過去 5 年以内に円山動物園に行ったことがある”（「毎月 1回以上行く」＋「年に 1 回以上行く」＋「数年に 1 回程度行く」） 

【全  体】 円山動物園に行く頻度は、「毎月１回以上行く」が 0.4％、「年に１回以上行く」が 14.3％、「数年に１回程

度行く」が 28.1％、「５年以上行っていない又は行ったことがない」が 53.1％となっている。 

【性  別】 “過去５年以内に円山動物園に行ったことがある”人は、女性で 46.0％と、男性の 38.3％より 7.7 ポイ

ント高くなっている。 

【年代別】 “過去５年以内に円山動物園に行ったことがある”人は、30 歳代（60.1％）で最も高く、次いで 29 歳以下

（54.6％）、40 歳代（53.1％）となっている。 

２ 調査結果の詳細 

（１）動物園の必要性と役割について 

“過去５年以内に円山動物園に行ったことがある”人は 42.8％ 
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◇円山動物園に行かない理由 

≪問１で「４ ５年以上行っていない又は行ったことがない」と答えた方にお聞きします。≫

問１-１ あなたが、円山動物園に行かない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくだ

さい。 

【全  体】 円山動物園に行かない理由は、「子どもが大きくなった」が 48.5％、「一緒に行く人がいない」が 19.6％、

「興味がない」、「時間がない」がそれぞれ 17.7％となっている。 

【性  別】 「子どもが大きくなった」、「臭いが気になる」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「興味がない」、「時間がない」は、年代が下がるにつれて割合が高くなっている。また、「園内を歩くのが

つらい」は、70 歳以上（21.8％）で最も高く、最も低い 30 歳代（0.8％）とは、21.0 ポイントの差となっている。 

円山動物園に行かない理由は「子どもが大きくなった」が 48.5％ 
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1,558 48.5 19.6 17.7 17.7 13.9 10.3 9.1 8.6 5.8 3.9 2.6 2.5 1.7 0.6 0.2 13.8 0.3

男性 673 43.4 22.4 19.6 18.9 15.5 9.8 7.0 5.1 7.7 4.0 1.8 3.7 2.2 0.4 0.1 12.0 0.3

女性 871 52.0 17.5 16.4 17.0 12.7 10.7 10.8 11.4 4.2 3.8 3.1 1.6 1.3 0.8 0.2 15.2 0.2

29歳以下 114 1.8 18.4 31.6 47.4 4.4 15.8 0.9 5.3 5.3 4.4 5.3 11.4 6.1 0.9 0.9 14.0 -

30～39歳 121 4.1 28.1 31.4 32.2 14.9 14.9 0.8 9.1 5.0 5.0 2.5 3.3 0.8 - 0.8 18.2 -

40～49歳 211 38.4 16.1 23.7 26.1 16.6 9.0 1.9 7.1 4.7 4.3 2.8 1.9 0.9 0.5 0.5 13.3 -

50～59歳 312 54.8 18.3 18.3 16.7 14.1 5.8 1.6 10.3 4.5 4.8 2.2 1.9 2.2 0.6 - 13.8 -

60～69歳 344 63.7 17.4 12.8 14.5 20.9 9.0 9.6 12.5 7.3 4.7 3.2 1.2 2.0 0.9 - 9.9 0.3

70歳以上 445 60.4 22.5 11.2 5.4 9.2 12.4 21.8 5.8 6.5 2.0 1.6 1.8 0.4 0.7 - 15.7 0.7
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◇円山動物園が必要か否か 

問２ あなたは、札幌の街にとって、円山動物園は必要だと思いますか。 

【全  体】 札幌の街にとって円山動物園が必要か否かについて、「必要」が 92.7％、「必要ない」が 2.4％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「必要」は、29歳以下（96.2％）で最も高く、最も低い70歳以上（90.8％）とは、5.4ポイントの差となっている。 

札幌の街にとって円山動物園が「必要」と答えた人は 92.7％ 
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◇円山動物園が必要だと思う理由 

≪問２で 「１ 必要」と答えた方にお聞きします。≫

問２-１ 必要だと思う理由は何ですか。優先順位が高いものに３つまで○をつけてください。 

【全  体】 円山動物園が必要だと思う理由は、「子どもを連れていく場所として必要だから」が 48.2％、「気軽に本物

の動物を見ることができるから」が 46.1％、「自然の大切さや生きもののつながりを感じて学ぶことができるか

ら」が 42.0％となっている。 

【性  別】 「気軽に本物の動物を見ることができるから」は、女性で 49.3％と、男性の 41.2％より 8.1 ポイント高くなっ

ている。また、「動物園のある街は文化的だと思うから」は、男性で 17.0％と、女性の 11.1％より 5.9 ポイント

高くなっている。 

【年代別】 「子どもを連れていく場所として必要だから」は、30歳代（65.9％）で最も高く、最も低い70歳以上（35.7％）

とは、30.2 ポイントの差となっている。また、「気軽に本物の動物を見ることができるから」は、年代が上がる

につれて割合が低くなっている。

円山動物園が必要だと思う理由は「子どもを連れていく場所として必要だから」が 48.2％
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2,718 48.2 46.1 42.0 35.6 33.4 27.9 15.4 13.4 1.5 5.5

男性 1,066 49.3 41.2 40.7 34.9 31.4 28.0 17.7 17.0 1.6 4.6

女性 1,634 47.6 49.3 43.0 36.2 34.9 27.8 14.0 11.1 1.3 5.9

29歳以下 252 46.4 52.0 39.7 29.0 40.9 24.2 16.7 17.5 2.8 3.6

30～39歳 296 65.9 49.3 42.9 37.5 29.7 15.5 13.2 14.5 2.4 3.7

40～49歳 455 54.5 47.9 38.9 41.5 32.5 19.8 18.0 15.6 1.3 3.7

50～59歳 489 52.6 45.4 38.4 34.8 35.2 28.8 16.8 10.6 1.6 4.5

60～69歳 512 46.3 44.7 44.9 37.5 32.2 33.8 13.7 10.9 0.6 4.9

70歳以上 700 35.7 42.9 45.1 32.4 32.9 34.6 14.7 13.9 1.1 9.1

対象者全体の値と比較し10％以上高い
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◇円山動物園が必要ないと思う理由 

≪問２で 「１ 必要ない」と答えた方にお聞きします。≫

問２-２ 必要ないと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 円山動物園が必要ないと思う理由は、「興味がないから」が 47.9％、「動物園にかかる費用を他の政策に

充ててほしいから」が 33.8％、「動物がかわいそうに見えるから」が 32.4％となっている。 

【性  別】 「興味がないから」、「動物がかわいそうに見えるから」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。

また、「面白くないから」、「見たい動物がいないから」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

円山動物園が必要ないと思う理由は「興味がないから」が 47.9％ 
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71 47.9 33.8 32.4 12.7 5.6 15.5 1.4

男性 34 61.8 35.3 38.2 8.8 2.9 17.6 -

女性 37 35.1 32.4 27.0 16.2 8.1 13.5 2.7

29歳以下 4 100.0 25.0 25.0 25.0 - - -

30～39歳 18 33.3 33.3 33.3 16.7 11.1 16.7 -

40～49歳 11 54.5 45.5 18.2 36.4 9.1 9.1 -

50～59歳 12 66.7 25.0 8.3 8.3 - 25.0 -

60～69歳 12 33.3 33.3 58.3 - 8.3 - 8.3

70歳以上 14 42.9 35.7 42.9 - - 28.6 -

対象者全体の値と比較し10％以上高い
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◇動物園が生物多様性の保全活動を行っていることの認知度 

問３ あなたは、動物園が生物多様性の保全に貢献するための活動を行っていることを知っていましたか。 

【全  体】 動物園が生物多様性の保全活動を行っていることについて、「知っていた」が 42.7％、「知らなかった」が

55.2％となっている。 

【性  別】 「知っていた」は、男性で 48.3％と、女性の 39.4％より 8.9 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「知っていた」は、70 歳以上（47.3％）で最も高く、最も低い 30 歳代（33.0％）とは、14.3 ポイントの差とな

っている。 

動物園が生物多様性の保全活動を行っていることを「知っていた」人は 42.7％ 

知っていた

42.7%

知らなかった

55.2%

無回答

2.1%

対象者全体(N=2,933)

知っていた

42.7

48.3

39.4

40.1

33.0

40.2

44.5

44.5

47.3

知らなかった

55.2

50.3

58.2

59.5

66.7

59.1

55.1

53.6

47.3

無回答

2.1

1.5

2.4

0.4

0.3

0.6

0.4

2.0

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別



◇円山動物園が行う生物多様性の保全活動の取り組み 

問４ 円山動物園が行っている生物多様性の保全活動には以下のような取り組みがありますが、あなたが

知っているものはありますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

【全  体】 円山動物園が行っている生物多様性の保全活動で知っているものは、「総合学習の受け入れなどの学

校教育との連携」が 34.4％、「希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立」が 33.5％、「園内における解説や

ガイドの実施」が 32.1％となっている。 

【性  別】 「総合学習の受け入れなどの学校教育との連携」、「園内における解説やガイドの実施」は、女性が男性

より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立」は、60 歳代（42.0％）で最も高く、最も低い 30 歳代（17.4％）

とは 24.6 ポイントの差となっている。また、59 歳以下では「総合学習の受け入れなどの学校教育との連携」

が、60 歳以上では「希少な野生動物の飼育繁殖技術の確立」が最も高くなっている。 
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円山動物園が行う生物多様性の保全活動の取り組みで知っているものは「総合学習の受け

入れなどの学校教育との連携」が 34.4％ 
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2,933 34.4 33.5 32.1 27.6 15.9 13.6 4.4 0.9 26.7 7.0

男性 1,150 30.5 34.8 27.5 27.0 16.4 14.8 5.0 0.8 30.9 5.9

女性 1,758 37.0 32.8 35.3 28.0 15.5 13.0 4.0 0.9 24.1 7.5

29歳以下 262 46.2 22.9 38.9 21.0 11.1 6.9 3.4 - 34.0 1.9

30～39歳 321 31.2 17.4 29.3 19.6 12.5 7.5 2.5 0.6 38.6 5.3

40～49歳 482 39.2 27.0 32.8 26.3 12.9 10.4 1.9 0.8 31.1 2.3

50～59歳 519 37.8 34.5 31.6 29.9 16.0 14.5 5.0 0.8 29.5 3.9

60～69歳 560 33.0 42.0 34.1 27.3 14.5 14.6 4.5 0.4 23.8 8.0

70歳以上 771 27.9 41.6 29.8 33.1 21.7 19.6 6.7 1.6 16.9 13.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い
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◇円山動物園が行う生物多様性の保全活動にどのように参加や支援をしたいか 

問５ あなたは、円山動物園が行う生物多様性の保全活動について、どのような方法であれば参加又は支

援したいと思いますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

【全  体】 円山動物園が行う生物多様性の保全活動に、どのような方法であれば参加又は支援したいかは、「動物

園で環境について学ぶ」が 27.9％、「動物園の活動を家族や知人に広める」が 27.2％、「動物園の保全活

動にお金を寄付」が 17.1％となっている。 

【性  別】 「動物園の活動を家族や知人に広める」は、女性で 29.9％と、男性の 23.6％より 6.3 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「動物園で環境について学ぶ」は、40 歳代（35.1％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（22.0％）とは 13.1

ポイントの差となっている。また、59 歳以下では「動物園で環境について学ぶ」が、60 歳以上では「動物園

の活動を家族や知人に広める」が最も高くなっている。 

生物多様性の保全活動にどのような方法であれば参加又は支援したいかは「動物園で環境

について学ぶ」が 27.9％ 
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め
る

動
物
園
の
保
全
活
動
に
お
金

を
寄
付

動
物
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活

動
に
参
加

動
物
園
の
保
全
活
動
に
必
要

な
物
品
を
寄
付

動
物
園
を
支
援
し
て
い
る
企

業
や
団
体
に
寄
付

動
物
園
と
協
働
し
て
保
全
活

動
を
行
う
団
体
に
所
属

そ
の
他

参
加
・
支
援
は
考
え
て
い
な

い 無
回
答

2,933 27.9 27.2 17.1 15.6 7.6 6.2 3.1 2.8 34.2 5.4

男性 1,150 27.6 23.6 16.6 14.3 7.7 6.3 3.1 1.9 38.6 4.4

女性 1,758 28.4 29.9 17.5 16.6 7.7 6.3 3.1 3.1 31.2 5.9

29歳以下 262 32.1 29.4 20.6 20.6 7.6 8.8 6.9 2.3 26.3 1.9

30～39歳 321 32.1 29.9 19.6 18.7 11.2 8.7 2.8 1.9 29.6 1.2

40～49歳 482 35.1 32.4 21.4 17.4 10.8 6.4 1.7 2.3 29.7 1.2

50～59歳 519 29.5 27.7 15.6 19.8 9.1 6.6 3.3 2.3 35.3 1.7

60～69歳 560 24.6 25.4 16.6 15.0 5.4 4.3 3.2 1.8 39.1 5.5

70歳以上 771 22.0 23.7 13.7 9.2 4.9 5.4 2.7 4.3 37.1 12.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

対象者全体（N=2,933)



◇円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要か否か 

問６ あなたは、円山動物園に北海道の動物だけでなく、世界や日本各地の希少な動物の展示が必要だと

思いますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。

【全  体】 円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示について、「必要」が 58.2％、「必要ない」が 12.5％、

「わからない」が 24.5％となっている。 

【性  別】 「必要」は、男性で 62.9％と、女性の 55.3％より 7.6 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「必要」は、29 歳以下（62.2％）で最も高く、最も低い 50歳代（53.4％）とは 8.8 ポイントの差となっている。 

円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示を「必要」と答えた人は 58.2％ 

必要

58.2%

必要ない

12.5%

わからない

24.5%

無回答

4.8%

対象者全体(N=2,933)

必要
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55.3

62.2
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53.4

58.2

62.0

必要ない

12.5

14.2

11.4

16.0

14.0

17.0

14.3

9.6

8.7

わからない

24.5

19.0

28.1

19.8

24.3

23.7

28.5

25.7

23.0

無回答

4.8

4.0

5.2

1.9

2.5

4.1

3.9

6.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体(N=2,933)

男性(N=1,150)

女性(N=1,758)

29歳以下(N=262)

30～39歳(N=321)

40～49歳(N=482)

50～59歳(N=519)

60～69歳(N=560)

70歳以上(N=771)

性
別

年
代

別

性

別

年
代
別



◇円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要だと思う理由 

≪問６で 「１ 必要」と答えた方にお聞きします。≫

問６-１ 必要だと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要だと思う理由は、「子どもが世界各地に生息す

る動物を見て学ぶことができるから」が73.3％、「地球全体の生物多様性の保全につながるから」が60.1％、

「動物の観覧を通して世界各地の生息環境に関心や興味を深めることができるから」が 57.2％となっている。 

【性  別】「動物の観覧を通して世界各地の生息環境に関心や興味を深めることができるから」、「気軽に珍しい動物

を見たいから」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「地球全体の生物多様性の保全につながるから」は、60 歳代（70.6％）で最も高く、最も低い 29 歳以下

（41.7％）とは 28.9 ポイントの差となっている。また、「気軽に珍しい動物を見たいから」は、年代が上がるに

つれて割合が低くなっている。 

円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要だと思う理由は「子どもが世界各地

に生息する動物を見て学ぶことができるから」が 73.3％ 

対
象
者
数

子
ど
も
が
世
界
各
地
に
生
息
す
る
動
物

を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら

身
近
な
動
物
だ
け
で
は
な
く
、

国
内
や

世
界
各
地
に
生
息
す
る
動
物
を
展
示

（

飼
育
及
び
繁
殖
等
を
含
む
）

し
て
い

く
こ
と
は
、

地
球
全
体
の
生
物
多
様
性

の
保
全
に
つ
な
が
る
か
ら

動
物
の
観
覧
を
通
し
て
世
界
各
地
の
生

息
環
境
に
関
心
や
興
味
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら

気
軽
に
珍
し
い
動
物
を
見
た
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1,707 73.3 60.1 57.2 39.1 1.6 0.1

男性 723 72.3 59.8 50.9 35.7 1.5 -

女性 972 74.2 60.3 61.8 41.9 1.6 0.2

29歳以下 163 63.2 41.7 51.5 54.6 3.1 -

30～39歳 190 75.3 43.2 55.3 44.7 1.6 -

40～49歳 266 72.2 53.0 64.3 42.5 1.9 -

50～59歳 277 73.3 59.9 59.9 36.1 3.2 -

60～69歳 326 71.5 70.6 55.2 35.0 0.6 -

70歳以上 478 78.2 70.1 55.9 34.5 0.6 0.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別
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20%

40%

60%

80%

100%

対象者全体（N=1,707)



◇円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要ないと思う理由 

≪問６で 「２ 必要ない」と答えた方にお聞きします。≫

問６-２ 必要ないと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要ないと思う理由は、「北海道や札幌市に生息

する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」が 54.1％、「費用をかけてまで飼育する必要はないから」

が 32.5％、「希少動物の展示が野生動物の種を絶やさない取り組みにつながるとは思えないから」が

27.0％となっている。 

【性  別】 「北海道や札幌市に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」は、女性で 57.2％と、男性の

50.3％より 6.9 ポイント高くなっている。また、「費用をかけてまで飼育する必要はないから」、「希少動物の展

示が野生動物やその生息環境の問題を考えることにつながるとは思えないから」は、男性が女性より5.0ポイ

ント以上高くなっている。 

【年代別】 「北海道や札幌市に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」は、29 歳以下（66.7％）で最

も高く、最も低い 70 歳以上（38.8％）とは 27.9 ポイントの差となっている。 

円山動物園に世界や日本各地の希少動物の展示が必要ないと思う理由は「北海道や札幌市

に生息する動物の展示や保全に力を入れてほしいから」が 54.1％ 

対
象
者
数

北
海
道
や
札
幌
市
に
生
息
す

る
動
物
の
展
示
や
保
全
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
か
ら

費
用
を
か
け
て
ま
で
飼
育
す

る
必
要
は
な
い
か
ら

希
少
動
物
の
展
示
が
野
生
動

物
の
種
を
絶
や
さ
な
い
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
と
は
思
え

な
い
か
ら

希
少
動
物
の
展
示
が
野
生
動

物
や
そ
の
生
息
環
境
の
問
題

を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
は
思
え
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

366 54.1 32.5 27.0 26.5 15.0 0.3

男性 163 50.3 36.2 27.0 29.4 14.1 -

女性 201 57.2 29.4 27.4 24.4 15.9 0.5

29歳以下 42 66.7 26.2 21.4 19.0 26.2 -

30～39歳 45 57.8 31.1 28.9 28.9 20.0 -

40～49歳 82 59.8 30.5 25.6 25.6 13.4 -

50～59歳 74 51.4 29.7 29.7 27.0 14.9 1.4

60～69歳 54 55.6 31.5 31.5 27.8 7.4 -

70歳以上 67 38.8 43.3 25.4 29.9 13.4 -

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

対象者全体

(%)

年
代
別

性
別
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20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=366)



◇円山動物園がどのような動物園であってほしいか 

問７ あなたは、円山動物園がどのような動物園であってほしいですか。優先順位が高いものに３つまで

〇をつけてください。 

【全  体】 円山動物園がどのような動物園であってほしいかは、「動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生

きとした動物が見られる動物園」が 55.8％、「休憩施設や便益施設の充実など、癒しやくつろぎのある動物

園」が 36.3％、「学習プログラムの充実など、野生動物や環境問題について楽しく学ぶことのできる動物園」

が 33.5％となっている。 

【性  別】 「動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生きとした動物が見られる動物園」は、女性で 58.2％と、

男性の 52.3％より 5.9 ポイント高くなっている。また、「世界の珍しい動物が見られる動物園」は、男性で

26.7％と、女性の 18.9％より 7.8 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「子育てにおいて活用しやすい動物園」は、30 歳代（43.9％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（22.8％）と

は 21.1 ポイントの差となっている。 

円山動物園は「動物の飼育施設や展示施設の充実など、生き生きとした動物が見られる動

物園」であってほしいと答えた人が 55.8％ 

対
象
者
数

動
物
の
飼
育
施
設
や
展
示
施
設
の
充

実
な
ど
、

生
き
生
き
と
し
た
動
物
が

見
ら
れ
る
動
物
園

休
憩
施
設
や
便
益
施
設
の
充
実
な

ど
、

癒
し
や
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
動
物

園 学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
、

野

生
動
物
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
動
物
園

子
育
て
に
お
い
て
活
用
し
や
す
い
動

物
園

動
物
を
よ
り
近
く
で
観
察
す
る
た
め

の
触
れ
合
い
や
給
餌
体
験
の
充
実
し

た
動
物
園

世
界
の
珍
し
い
動
物
が
見
ら
れ
る
動

物
園

希
少
な
動
物
の
飼
育
繁
殖
な
ど
の
保

全
活
動
や
調
査
研
究
に
力
を
い
れ
る

動
物
園

遊
具
、

遊
び
場
や
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

な
ど
、

レ
ジ
ャ
ー

性
の
高
い
動
物
園

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
充
実
な
ど
、

観
光
客
の
多
く
訪
れ
る
動
物
園

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,933 55.8 36.3 33.5 31.9 30.7 22.0 17.9 12.0 4.2 1.8 2.3 8.6

男性 1,150 52.3 35.3 31.8 31.2 29.0 26.7 20.1 13.4 4.8 1.7 2.4 8.3

女性 1,758 58.2 37.1 34.5 32.5 31.8 18.9 16.4 11.0 3.9 1.9 2.2 8.6

29歳以下 262 50.4 38.9 29.4 32.1 37.8 24.0 17.2 25.2 7.6 1.9 0.4 6.5

30～39歳 321 48.3 28.3 35.5 43.9 31.2 19.3 18.7 22.4 3.1 1.6 1.9 7.2

40～49歳 482 60.8 35.9 38.8 36.9 33.6 16.4 17.8 13.9 1.9 2.3 1.7 5.4

50～59歳 519 59.3 38.7 34.3 33.7 30.8 18.3 17.7 10.0 3.3 1.7 2.1 7.3

60～69歳 560 58.6 37.0 34.8 31.4 29.1 19.1 19.3 6.1 4.3 2.1 2.0 11.1

70歳以上 771 53.4 37.2 29.2 22.8 27.4 30.5 16.9 7.4 5.6 1.6 4.0 10.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

年
代
別

性
別
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20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=2,933)


